
モビリティ用途コンポジットシンポジウム 2026 開催案内

（18th Symposium on Composites for Mobility Applications） 
主催 SAMPE Japan・コンポジット委員会，日本材料学会・複合材料部門委員会，同志社大学・

先端複合材料研究センター

協賛（予定） (公社)自動車技術会・関西支部，プラスチック成形加工学会・関西支部，（公社）

日本設計工学会・関西支部

＜開催趣旨＞
sustainable な社会の実現のために，オートモーティブにおいては，電気自動車のバッテリーケー

スや水素タンクへの複合材料の利用が進められており，「空飛ぶ自動車」と称される次世代モビリティ
においては，炭素繊維強化複合材料の適用が必要不可欠と考えられます．2009 年から毎年開催して
おります「自動車用途コンポジットシンポジウム」は，2024 年度から対象を広げ「モビリティ用途
コンポジットシンポジウム」として開催しております．
趣旨にご賛同いただけます皆様の技術紹介ならびに研究発表を大いに期待しております．特に，

企業の方々の最新の技術紹介を大いに歓迎しております．学生の研究発表はポスターセッションと
し，2～3 分間程度のショートプレゼンテーションとポスター発表を予定しております． 

関連の分野に関心をお持ちの方々や関係される多数の方々の積極的なご参加をお待ちしておりま
す．

開催日 2026 年 11 月 6 日(金) 10:00～18:30（予定） 
会場 同志社大学今出川校地 室町キャンパス寒梅館 ハーディーホール

参加費 共催・協賛学協会 会員：

非会員：

ポスター発表学生：

共催・協賛学協会 学生会員：

非会員 学生：

12,000 円  （不課税） 

24,000 円  （税込み） 
無料

無料

3,000 円  （税込み） 

<プログラム> 
・ポスター発表・技術紹介・一般講演

・基調講演 4 件程度を予定

1. 「（仮題）航空機構造に求められる接着技術」

三菱重工業㈱ 由井 裕一 氏

2. 「（仮題）AI で変わる複合材料開発 ― データ駆動型アプローチの実践」

POLYMERIZE 合同会社 橋本 光 氏 
3. 「モータの高回転化を実現する CFRP スリーブソリューション」

カジレーネ㈱ 本近 俊裕 氏

4. 「ミズノが考える未来の移動手段 MOBILARIA」

ミズノテクニクス㈱ 森山 幸俊 氏

・情報・名刺交換会

＜発表募集＞

・技術紹介・一般講演 発表（学生の発表は不可，質疑応答込み 15 分-30 分程度，発表時間に

ついては，実行委員会にご一任下さい．）

・ポスター発表：2～3 分間程度のショートプレゼンテーション＋ポスター

＜各種締め切り＞

・発表申込締め切り（技術紹介・一般講演 発表，ポスター発表）

2026 年 9 月 18 日（金） 
・講演原稿締め切り： 2026 年 10 月 5 日（月） 
・シンポジウム参加申込締め切り： 2026 年 10 月 26 日（月） 

＜詳細＞



 

同志社大学・先端複合材料研究センターのホームページをご参照下さい． 

http://rdccm.doshisha.ac.jp 
＜各種問い合わせ先＞ 

同志社大学・先端複合材料研究センター ：rdccm@mail.doshisha.ac.jp 
あるいは実行委員長 田中和人 ：ktanaka@mail.doshisha.ac.jp 

まで，ご連絡下さい． 
【会場アクセス】 

http://www.doshisha.ac.jp/information/campus/access/muromachi.html 

 

 
 

寒梅館 地下 

ハーディーホール 

http://rdccm.doshisha.ac.jp/

